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危険物施設における保安距離・保有空地について

消防庁危険物保安室
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検討の方向性（第1回検討会）

課 題

危険物施設と高圧ガス施設の間に20m以上の保安距離を設ける規制や、危険物施設の周囲に設ける保有空地の規制につ
いて、一律の規制となっており、リスクに応じた柔軟な対応が認められていない。

第1回検討会における主な意見

➢ 保安距離の検討に当たっては、事故事例についても調査すべき。
➢ 欧米のリスク評価も参考にしてはどうか。
➢ 「水素スタンドの多様化に対応した給油取扱所等に係る安全対策のあり方に関する検討報告書」（平成31年３月）におい
て、「温度上昇に係る計算」が検討されているので参考にしてはどうか。（次ページ参照）

➢ 今回のリスク評価をした場合に、必ずしも緩和するだけではない結果も出てくると思われる。理に適った基準を検討していくことが
重要である。

➢ 消防本部における審査や検査業務でリスク評価を判断するのは難しいため、消防本部が判断できるような運用も含めて検討
する必要がある。

➢ 保安距離及び保有空地について、柔軟な対応を認めた措置の具体事例や評価方法の実態調査を行い、その結果を踏まえ
て、具体的な基準のあり方等について検討する。

① 危険物施設の火災が高圧ガス施設に延焼するのを防止する措置
② 高圧ガス施設において発生した事故（爆発、火災）の影響が危険物施設に及ぶのを防止する措置

① 危険物施設の火災が周囲の建築物等に延焼するのを防止する措置
② 周囲の建築物等の火災が危険物施設に延焼するのを防止する措置
③ 消防活動上の支障が生じない措置

危険物施設と高圧ガス施設等との間に設ける保安距離 ＆ 危険物施設の周囲に設ける保有空地

保安距離

保有空地
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ア ガソリンによる輻射熱からの受熱量
ガソリンによる輻射熱からの受熱量については、平成26年度検討会と同様に、「石油コンビナートの防災アセスメント指針」
（消防庁特殊災害室）により計算した。

第3章3.3 給油取扱所の事故が液化水素ポンプ等に及ぼす影響
（３）液化水素ポンプの温度上昇に係る計算

水素スタンドの多様化に対応した給油取扱所等に係る安全対策のあり方に関する検討報告書（平成31年３月）抜粋
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